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研究雑話(100)I姿勢の保持と歩行運動の神経機序(13)
障害児教育・動作学院上実習(1S) I一つの指標、I優先テンポlの形成をめぐる問題。
藤井力夫

前回は、樹子に代表される移動運

動が、手足の共同運動として最も自

然で滑らかな収束点をもち、これを

基準に種々の外圧に対"IJ15、していると

L、うことをお話しました。これは、

有1経系と紡骨格系の二つを力学系に

見立て、これらの相互作用に自律的

な収束点を求める点でとても魅力的

な考え方です。人間の桝Tが、 I分
間におおよそ120歩前後の収束点在

A 移動運動 踊り足のリズム ・パヲー ン.
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住)、幼児熔lにおける移動運動の足運びを想定したリズム ーバター
ン、慎式図。 Hはホッピング、斜観はギャロップ様の足運びを示す。

B 「好きな速さ」の安定とスピー ド調節及び同期能.
苦行運動と跳躍動作にみる 「リズム同期の平行四辺形」
あるクラスの実陣 (HJi檀挙後 小学郎6盗事 1組、 1986)
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注}‘クラスの子どもたち 5人を、 悟きお速さで歩いたときの優先テ
ンボが速い順に図示。 県題，"行運動、跳拙動作とも、申好きな速さ
②大変速〈、③大変遇く、@メト ロノームに合わせて (跳躍動作は少
し逼めのテンポ=115.歩行運動は少し速めのテンポ=148) .県楕円
は好きな速さ、県三角形は各同期甥題への応答。優先テンポ(PH)が安
定するほど、連〈 、過〈のスピード調節($門やテンポ同期(SY)が可能
となるー歩行運動は交叉性、 跳障は伸展性の樟動で、上図は「リズム
同期の平行田辺形Jとして両者の統合を表現するものと考えられる.
M<ん:自問的傾向.言語指示可、先陪屯し.書字慎倣可.捗行 司PF
不安定(T-127::1:的、sp・SY不可。跳躍:PF不安定119固に Sp.5Y不可.
K <ん:ダウン症.宵語指示可、発梧なし.圏執性強.歩行 :PF不安
定(T-123:t不明)、sp・SY不可.跳躍:PF持続不可何回)、sp.肝不可。
A<ん・ダウン症.発音不明瞭.動伺可.ひらがU書牢可.歩行 :PF 
安定(T-121:t3)、sp'Sy可。跳躍:PF持続可(44回)、強弱、sp・SY可。
s <ん.自問的傾向.慣れた場面で言語指示可.奇声."行 .PF不安
定(T-¥OHI9)、sp.Sy不可.眺雌:PF不安定(20回)、SP.$Y不可.
Oさん:精神先遣遅滞.首鯖指示可、反響曾陪.動作緩慢.歩行:PF 
安定(T・96::1:的、sp'Sy可。跳躍 PF不安定(27回)、 sp可、SY不可。

もつこと、また、

これを基準にス

ピード調節した

り、ある速さに

同期しているこ

と。とれらを説

明するには好都

合な仮説です。

「収束点」を数

理モデルでは

「アトラクタ

(安定平衡点)J

と呼びますが、

速さ調節では、

「優先テンポJ
と呼んできたも

のに相当するで

しょう。今回は、

リズム同期の一

つの指標とし

て、優先テンポ

の形成をめぐっ

ていくつかお話

したいと思いま

す。

幼児期におけ

る移動運動のリ

ズム・ I ~ヲーン

の変化 歩行運

動の安定が、実

叉相反性0)リス

ム・ノTターンの

変化を可能にし

ます。図Aに幼児期における移動

運動の踊り足を模式化 しました。

大き右飛縦はスキップ動作です。

これへの変換は、随から母指球へ

の安定した着床樹Tの子どもたち
で可能です。

交互性の歩行運動と伸展性の跳躍

lIJf乍の対立と同 スキップ田川下の

可能な子どもたちは、連続した開問d

動作も可能です。タ対Tの安定は、跳
IlIJIiIJf乍のような力を入わたり抜Lミた

りする、 伸展性動作の習熟を背呆に

しています。交叉性の運動と伸!良性

の動作とが相互作用し、互L、に高め

あって一つの [収束点」を決めてい

る、そう考えられます。両者は個別

に収束点を持つとともに、それぞれ

の速さ調節域を「平行四辺形」とす

るようなリズム岡l闘能を仮定できます。

「優先テンポj調査から、「リズ

ム同期の平行四辺耳幻 ・図Bはある

養護守校の小学部6苛l組の子ども

たちの歩行と聞凶働作のテンポ調査

結果です。1昨程前に実施しました。

Aくんだけが、スキップ現}作ができ

ます。ことばでは動詞も使えます。

ダウン症ですが、樋から母指環へと

着床して歩きます。彼における好き

な速さ・優先テンポの状況は次のよ

うです。歩行運動 平均 ー毎分121

歩で、ぱらつき119から12A歩。銚躍

動作 連続叫問。平均毎分140固

で、ぱらつき134からl必団。速さ調

節は図参照。その他、4人の子ども

たちの平行四辺形、いずれも外界を

取り入れる各自の|同期能を表現した

ものとなっています。
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